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サステナビリティ経営

ESG投資の拡大や各国・地域のサステナビリティ関連政策の策

定など、世界中でサステナビリティをめぐる動きが加速していま

す。このようななか、企業は事業活動を通じて、社会が抱える課

題にどう対応していくかという姿勢をますます問われるようにな

っています。

エプソンは、これまでも商品・サービスの提供を通じ、さまざまな

社会課題の解決に貢献してきました。

「『省・小・精』から生み出す価値」で、社会課題を解決し、社会の持

続可能性に資する長期的な価値を提供していく、それが、「人と

地球を豊かに彩る」ことにつながるパーパスを中心に据えたサス

テナビリティ経営とも言えます。

今後も、パーパスを旗印に、事業成長と社会課題解決を両輪とし

たサステナビリティ経営で、持続可能な社会の実現を目指しま

す。

サステナビリティ経営 コンテンツ一覧

エプソンのサステナビリティ経営

パーパス 

価値創造ストーリー 

サステナビリティ経

営の実践

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実施事項
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年度の実績

SDGs達成への貢献 
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エプソンの取り組みとSDGsとの関連
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サステナビリティ経営の実践

エプソンは、商品・サービスの提供を通じ、さまざまな社会課題の解決に貢献してきました。今後も、経営理念に基づき長期的な視点から

お客様やパートナーの皆様と「持続可能でこころ豊かな社会」を実現するため、社会的責任の履行と社会共通価値の創出に取り組みま

す。

エプソンは、「経営理念」、「EXCEED YOUR VISION」、そしてその根底にある創業より大切にしてきた「誠実努力」・「創造と挑戦」の精

神に基づき、以下の行動原則にのっとった自主的な行動、継続的な改善により、社会的責任を果たしていきます。

エプソンは、事業活動を行うそれぞれの国・地域において法令を遵守することはもとより、これらの国際的な社会規範を尊重し、基本的な

考え方を理解した上で行動しています。

考え方 推進体制 実施事項

  

考え方

経営理念 

企業行動原則 

エプソンが尊重するサステナビリティに関連する規範

国連グローバル・コンパクト10原則

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGs）

OECD多国籍企業行動指針

経団連企業行動憲章

ILO中核的労働基準

RBA行動規範

ISO 26000

推進体制
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年度（開催回数） 主な議題

24年度（6回）

・サステナビリティ重要テーマKPIの23年度実績の審議

・自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）賛同表明の審議　（※１）

・サステナビリティ法規制・開示基準対応について

・人権問題への対応についての審議

・RBA活動の実践状況レビュー

・調達遵法実践状況レビュー　など

※１　社会要請に応える形でTNFDへの賛同について検討し、2024年６月に賛同表明しました
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エプソンでは、グループ全体のサステナビリティ推進責任者を社

長としています。社長直轄の組織であるサステナビリティ推進室

の責任者には、サステナビリティ担当役員が任命され、グループ

全体のサステナビリティ活動に関する監督・監視責任を担って

います。

また、社長の諮問機関として、業務執行取締役、本部長、事業部

長などの経営層に加え、監査等委員により構成される「経営戦

略会議」で、サステナビリティ重要課題や社会要請への対応、各

サステナビリティ活動の方針策定や実践状況などについて審

議・報告を行っています。

さらに、関係主管部門長により構成される「サステナビリティ推

進会議」では、サステナビリティ活動に関する専門事項について

協議・検討をし、経営戦略会議に上申および答申を行なってい

ます。

サステナビリティ推進責任者は、サステナビリティに関する事項

について定期的に取締役会に報告し、取締役会の監督が適切に

図られる体制をとっています。

推進体制図

実施事項

主な議題・報告内容
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マテリアリティと進捗

エプソンの企業経営の根幹を成すマテリアリティは社会課題をベースに特定されており、エプソンの行う企業活動は、社会課題解決その

ものと考えています。社会課題解決に向け、「循環型経済の牽引」「産業構造の革新」「生活の質向上」「社会的責任の遂行」をマテリアリテ

ィとして取り組んでいます。

マテリアリティ マテリアリティの特定
サステナビリティ重要テーマと2

024年度の実績

  

マテリアリティ

循環型経済の牽引

電力やエネルギー、水などの資源の有効利用や地下資源の使用削減などによって、資源を循環し、気候変動を抑制することで、持続的

な経済活動を牽引する取り組みです。

産業構造の革新

従来のプロセスを変えることで、社会課題の解決につなげる取り組みです。例えば、ものづくりのプロセスをアナログ手法からデジタ

ルに転換することによって、環境汚染や労働問題などの改善につなげることを意図しています。

生活の質向上

人々が健やかに暮らせるような健康面での貢献や、人の成長、成熟に関わる教育面での貢献です。エプソンが提供する商品やサービス

を通じて、多様なライフスタイルを選択することを可能とし、健やかで、彩りのある暮らしにつながる取り組みを進めていきます。

社会的責任の遂行

エプソンが、持続可能でこころ豊かな社会を実現するために必要な企業責任を果たすことを示しています。多様なステークホルダーと

の対話、調達部材やサプライヤーに関する環境・社会的側面での責任、人権の尊重とダイバーシティの推進、事業継続に関する対応力

など、社会から期待される企業のあるべき姿の実現に資する取り組みです。 
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エプソンは、SDGs、ISO 26000などで示された社会課題やメガトレンドを分析するとともに、社会インパクトにつながる自社の強みを

検討し、社会課題解決に向けエプソンが取り組むべき重要度の高い課題である４つのマテリアリティを特定しました。

マテリアリティの特定

マテリアリティ特定時に参照した重要な動向・フレームワークなど

SDGs（持続可能な開発目標）

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）

気候変動をはじめとした社会・経済分野のマクロトレンド（欧州グリーンディール政策、パリ協定など）

グローバル JAPAN（2050シミュレーションと総合戦略）

GRIスタンダード

SASBスタンダード

ISO 26000

SRI（社会的責任投資）調査項目

RBA（Responsible Business Alliance）行動規範

サステナビリティ重要テーマと2024年度の実績



マテリアリティの実効性を高めるため12のサステナビリティ重要テーマに展開し、社会課題解決にどのような貢献をするかを念頭に具体

的なKPI （推進目標・指標）を設定した上で確実な推進に取り組んでいます。

サステナビリティ重要テーマにつき、2024年度のKPI実績を以下にまとめました。2022年度から一部のKPIを経営層の報酬評価の際

の指標として組み込み、サステナビリティに関する経営責任を明確にしています。

1. マテリアリティ 循環型経済の牽引

サステナビ

リティ重要

テーマ

RS

指標 取り組みテーマ 評価指標（KPI）
2024年度

目標値

2024年度

実績

2025年度

目標値

脱炭素の取

り組み

●

2050年「カーボンマ

イナス」に向けた、設

備の省エネ、温室効果

ガス除去、サプライヤ

ーエンゲージメント、

脱炭素ロジスティクス

Scope1+2+3

GHG排出量 (総

量) 削減率

- -
2017年度比

34%削減

Scope1,2GHG

排出量 (総量)削

減率

2017年度比8

0%削減

（SBT：FY25

目標34%）

2017年度比

81%削減

2017年度比

80%削減

Scope3 GHG

排出量（事業利益

原単位） 削減率

2017年度比

35%削減

（SBT：FY25

目標44%）

2017年度比

39%削減

（総量目標に包

含）

 
再生可能エネルギー

の活用

再生可能エネル

ギー導入率

グローバルで

100%を維持

グローバル導

入率100%

グローバルで

100%を維持

サステナビリティ重要テーマ

拡大版はこちら（PDF, 747KB）

サステナビリティ重要テーマKPIと2024年度の実績

*1

https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/pdf/J8_sus_KPI.pdf


資源循環の

取り組み

 

2050年「地下資源

消費ゼロ」に向けた
サステナブル資

源率
35％ 33% 38％

  最終埋立率 1%以下 0.59% 1%以下

お客様のも

とでの環境

負荷低減

 

環境負荷低減に資す

る商品・サービスによ

る削減貢献量の最大

化

商品・サービスに

よる削減貢献量
前年以上

A3カラーイン

クジェットプリ

ンター削減貢献

量：9,800t-

CO e

前年以上

環境技術開

発
 

2050年「カーボンマ

イナス」「地下資源消

費ゼロ」に向けた

開発プロセスの

進捗状況/高性能

材料の技術開発

状況

実用化範囲拡

大

開発成果の外

部公表実施

開発プロセスの

進捗状況/金属資

源再生設備の稼

働状況

金属粉末（磁性

粉体）の高付加

価値化技術の

実用化

精錬工場の稼

働開始、グルー

プ資源循環トラ

イアル

CO 分離膜/DA

C装置の開発状

況

- -
PoC 向け装

置開発

 役員報酬[譲渡制限付株式報酬(Restricted Stock)]評価指標

 原油、金属などの枯渇性資源　

 原材料に対するサステナブル資源（再生可能資源＋循環資源＋低枯渇性資源）の比率

 資源投入量に対する生産系埋立量の比率

 商品・サービスが社会のGHG排出量の削減に資する量を定量化したもの

 みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社の算出方法確認のもと、世界市場の主要なレーザープリンターの公開されている生涯CO 排出量の加重平均と、自社A3

カラーインクジェットプリンターの生涯CO 排出量との差分に、自社A3カラーインクジェットプリンターの当該年度の販売台数を乗じた値。算出条件の精査により2023

年度実績の開示とは前提が異なります。(参考：同条件での2023年度算定値は10,700t-CO e）

 PoC（Proof of Concept、概念実証）新しい技術などの実現可能性や実際の効果などを検証するプロセス

2. マテリアリティ 産業構造の革新

*2

小型軽量化/再生

材活用などの資源

の有効活用

生産ロスを極小化

する循環型生産シ

ステムの構築

*3

*4

*5

2
*6

サステナブル資源

の高性能化技術開

発

スクラップ金属の

高付加価値リサイ

クル技術確立

CO 吸収技術開発2

梱包材:EPS

代替材の梱

包形態の要

素検証

外装プラ：素

材性能向上

再生ファブ

リック：長繊

維化解繊技

術開発

金属再資源

化に向けた

精錬工場の

立ち上げ準

備

2 *7

*1

*2

*3

*4

*5

*6
2

2

2

*7



サステナビ

リティ重要テ

ーマ

RS

指標 取り組みテーマ
評価指標

（KPI）

2024年度

目標値

2024年度

実績

2025年度

目標値

デジタル化・

自動化によ

る生産性向

上

 

インクジェット技術と

多様なソリューション、

サービスの拡充によ

り、商業・産業印刷の

デジタル化・自動化を

主導し、環境負荷低

減・生産性向上を実現

する

商業・産業向け

IJP 対前年の

平均売上伸長

率

3% -1% 10%以上

労働環境・教

育環境の改

善

 

インクジェット技術と

オープンなソリューシ

ョンにより、環境負荷

低減・生産性向上を実

現し、社会のニーズに

対応した印刷環境を

提供する

SOHO・ホーム

向け大容量イン

クジェットプリ

ンター対前年の

販売数量伸長

率

5％ 6% 4%以上

 

ロボットを用いた自動

化による労働力不足

の解消

労働力不足解

消数
29千人 23千人 27千人

 

臨場感と情報量を両

立し、リアルとリモート

を組み合わせた境界

のない公平・自然で快

適なコミュニケーショ

ン環境を提供する

共創・協業案件

数　または　パ

ートナー数

共創：継続+事

例展開3件

導入企業/パー

トナー：継続

+新規開拓1社

以上

共創：継続+事

例展開3件

導入企業/パー

トナー：継続

+新規開拓1社

以上

共創：継続+事

例展開5件

導入企業/パー

トナー：継続

+新規開拓1社

以上

 

大画面コミュニケーシ

ョンをコンパクトに実

現するスマート型の携

行型ディスプレイによ

り均質な学びの機会

を創出し、地域や社会

情勢の違いによる学

びの格差を緩和する

共創・協業によ

る現地実証プ

ログラム数

教育・啓発での

活用案件

累計40件

教育・啓発での

活用案件

累計40件

教育・啓発での

活用案件

累計60件

一般教育、社会

課題啓発での

実証国数

2か国 3か国 累計5か国

 役員報酬[譲渡制限付株式報酬(Restricted Stock)]評価指標

 決算開示セグメントに合わせた見直し

 労働環境・教育環境の改善の指標として適した指標(新興国市場における対前年の販売数量伸長率)に変更。（2024年度は対前年の平均売上伸長率）

 エプソン社内プロジェクトの効果ベースで換算

3. マテリアリティ 生活の質向上

サステナビ

リティ重要テ

ーマ

RS

指標 取り組みテーマ
評価指標

（KPI）

2024年度

目標値

2024年度

実績

2025年度

目標値

多様なライフ

スタイルの提

案

  センシングデバイスを

核として、ウエアラブ

ル機器によってお客様

売上に占める

支援サービスの

データビジネス

28% 23% 20%以上

*1

*8

*9

*10

*1

*8

*9

*10

*1



から得られるデータを

価値に転換し、健康ア

ドバイスや生活の見守

りを行い、人々の多様

なライフスタイルを彩

る

比率 収益比

率

豊かで彩の

ある暮らし

の実現

 

「省・小・精の技術」と

匠の技能で、魅力ある

上質な商品を提供し、

お客様の多様なライフ

スタイルを彩る

魅力ある上質

な商品の対前

年伸長率(販売

数量比率)

12% 2% 20%以上

 役員報酬[譲渡制限付株式報酬(Restricted Stock)]評価指標

 データをアルゴリズム変換し価値提供を行うビジネスモデル

4. マテリアリティ 社会的責任の遂行

サステナビ

リティ重要

テーマ

RS

指標 取り組みテーマ
評価指標

（KPI）

2024度

目標値

2024度

実績

2025度

目標値

ステークホ

ルダーエン

ゲージメント

の向上

 

ステークホルダーとの

対話強化によるニー

ズ・社会要請への対応

社会支援活動

支援金額

売上の0.1％以

上

売上の0.1％以

上

売上の0.1％以

上を目安とす

る

 

株主・投資家と

の対話回数な

らびに経営へ

の意見反映

200回以上 248回 200回以上

 
外部評価機関

の評価指数

高評価を得る
高評価を獲得 高評価を得る

責任あるサ

プライチェー

ンの実現

 
サプライチェーン

BCM強化

サプライチェー

ン途絶・停滞に

よるお客様へ

の影響

販売影響ゼロ 販売影響ゼロ 販売影響ゼロ

●
責任あるサプライチェ

ーンの実現

[直接材]ハイリ

スク0％、ミド

ルリスク2％以

下

[間接材]ハイリ

スク0％、ミド

ルリスク20％

以下

[直接材]ハイリ

スク0％、ミドル

リスク22％

[間接材]ハイリ

スク0％、ミドル

リスク9%

[直接材・間接

材]

ハイリスク0％、

 
責任ある鉱物調達の

実現

*11

*1

*11

*1

*12

サプライヤ

ーにおける

CSRリスク

レベル

SAQ回収率

(FY25～）

*13

SAQ回収率

100%

製品のコン

フリクトフリ

ー(CF)率

調査回答率

*14

新製品のCF

実現

調査回答率

100%

新製品のCF

実現

調査回答率

99.6%

新製品のCF

実現

調査回答率

100%



人権の尊重

とダイバー

シティの推

進

 

自由闊達で風通しの

よい組織風土づくり

組織風土アセス

メント「チーム

で働く力」スコ

ア

モチベーション

クラウド
モチベーション

クラウド

 

こころの健康診

断「総合健康リ

スク」 ハイリス

ク職場数

「総合健康リス

ク」ハイリスク職

場数ゼロに向

けて前年より

減

「総合健康リス

ク」 ハイリスク

職場数0

 

ハラスメント防

止施策の実施

（教育・研修、事

案共有、任用プ

ロセス等）、事

案の本社報告

の徹底

2024年度施

策の継続

  新「人権方針」のグル

ープ内浸透による人

権の尊重

人権尊重のコミ

ットメント、人

権デューデリジ

ェンス（DD）・

救済メカニズム

の定着・改善

人権尊重のた

めのPDCAサ

イクル定着・改

善

人権尊重のため

のPDCAサイク

ル定着・改善

2024年度施

策の継続

エンゲージ

メントレーテ

ィング：

BBB（スコ

ア56.0以

上）

レーティング

D職場数：

20

レーティング：

BB（スコア：

52.9p）

レーティング

D職場数：36

（前回比 9職

場改善）

エンゲージ

メントレーテ

ィング：A（ス

コア58.0以

上）

レーティング

D職場数：ゼ

ロ

*15

10名以上の

職場：12職場

→10職場に

減少

各種階層別

研修におけ

るハラスメ

ント防止学

習の継続

相談窓口担

当者向け研

修の定例開

催

相談窓口の

外部委託運

用開始と、レ

ビューの実

施

外部窓口の

国内関係会

社への導入

検討

階層別研修な

らびに、相談

窓口担当者向

け研修を計画

通りに実施

相談窓口の外

部委託運用を

開始しレビュ

ーを実施

人権方針の

定期的なレ

ビュー

RBAスキー

ム等による

人権デュー

デリジェンス

の継続実施・

改善

海外の相談

窓口の体制・

人権方針の定

期的なレビュ

ー

RBAスキーム

等による人権

デューデリジ

ェンスの継続

実施・改善

海外の人権に

係る相談窓口

の体制を確認



●
ダイバーシティを尊重

した人材の活用

ガバナンス

の強化

●
コンプライアンス経営

の基盤強化

重大なコンプラ

イアンス違反事

案 の発生件

数

0件 0件 0件

 

グループコンプライア

ンスレベルの引き上

げ

グループ社員

全員へのコンプ

ライアンス教育

(e-ラーニン

グ)実施率

グループ全社

での実施率

100%

グループ全社で

の実施率100%

グループ全社

での実施率

100%

 

透明・公正かつ迅速・

果断な意思決定を実

現するガバナンス体

制の維持・強化

 
情報セキュリティーの

強化

重大な情報セ

キュリティーイ

ンシデント発生

件数

0件 1件 0件

 役員報酬[譲渡制限付株式報酬(Restricted Stock)]評価指標

 Sustainalytics：Low、FTSE：4点以上、東洋経済新報社「CSR企業ランキング」トップ50以上

 評価対象サプライヤーのSAQ回収を確実に行った上で、是正活動の結果によりハイリスクサプライヤーをゼロにするというリスク統制を重視する運用に変更

 調査依頼サプライヤーに対する回答提出サプライヤーの率

 目標値管理は、回答者10以上の職場を対象とする

 重大なコンプライアンス違反事案：適時開示事由に該当するような違反事案

ホーム > サステナビリティ > サステナビリティ経営 > マテリアリティ

状況の把握

と整備

管理職女性

比率（当社）

女性執行役

員数2025

年度までに1

名以上（国

内）

女性管理職

比率 6%

女性係長級

比率 9％

女性管理職比

率 5.3%

女性係長級比

率

8.1％(2025

年3月31日時

点)

25年4月1日

付で、女性役

員1名任命

女性管理職

比率 8%

女性係長級

比率 10％

女性執行役

員登用 1名

以上

*16

取締役会の

社外取締役

比率

選考/報酬審

議会の社外

取締役比率

取締役会の

社外取締役

比率1/3以

上を維持

選考/報酬審

議会の社外

取締役比率

80%以上を

維持

取締役会の社

外取締役比率

1/3以上を維

持

選考/報酬審

議会の社外取

締役比率

80%以上を

維持

取締役会の

社外取締役

比率1/3以

上を維持

選考/報酬審

議会の社外

取締役比率

80%以上を

維持

*1

*12

*13

*14

*15

*16

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/
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SDGs達成への貢献

SDGsへの貢献に向けてのコミットメント

エプソンが生み出すイノベーションの目的は、私たちのパーパス「『省・小・精』から生み出す価値で、人と地

球を豊かに彩る」のもと、革新的な技術とグローバルな共創を通じて、さまざまなお客様と共に環境問題

をはじめとする社会課題の解決に取り組み、よりよい社会を作り出す一翼を担うことです。

このことは、国連で採択されたSDGs(持続可能な開発目標)の達成と目的を同じくするものです。　

そのために、お客さまやパートナーの皆さまに対してその期待を超える驚きと感動をお届けできるよう、

グループ全員が誠実に努力し創造と挑戦を続けます。

そうした取り組みを通じ、SDGｓが目指す持続可能な社会の構築に貢献していきます。

セイコーエプソン株式会社

代表取締役社長　CEO

トップコミットメント
エプソンの取り組みとSDGsと

の関連
社内啓発活動

  

トップコミットメント

エプソンの取り組みとSDGsとの関連

「持続可能でこころ豊かな社会の実現」に向け、2021年度、エプソンが社会課題を起点

に取り組むべき4つの最重要課題「マテリアリティ」を特定し、それらを実現するための1

2の取り組み「サステナビリティ重要テーマ」を設定しました。

そして、その12のサステナビリティ重要テーマとSDGsの17の目標との関連性をSDG

s169のターゲットをもって検証した結果、現在のエプソンの取り組みはSDGsの17の

目標全てに貢献することを確認しました。(詳細は以下の一覧表を参照)

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/


エプソンは、サステナビリティ重要テーマとSDGsの17の目標との関連性をSDGsの169のターゲットに照らして検証しました。

北九州SDGs登録事業者

エプソンは、このサステナビリティ重要テーマの推進を通じてSDGs達成に貢献し、「持

続可能でこころ豊かな社会」に向け取り組んでいきます。

サステナビリティ重要テーマとSDGs17目標との関連

画像をクリックすると拡大表示できます。（PDF,956KB）

自治体の制度を活用したSDGｓの推進

長野県SDGs推進企業

エプソンの本社が所在する長野県は、経済団体、金融機関、大学など支援機関と連携し

「環境」「社会」「経済」の3側面を踏まえ、企業価値の向上や競争力の強化を図るととも

に、県内企業におけるSDGsの普及を促進する制度として「長野県SDGs推進企業登録

制度」を制定しています。当社は、さらに積極的に長野県の活動と同期を取って活動を

進めていくために、2020年7月に長野県SDGs推進企業(第5期)として登録され、20

23年度さらに３年間の登録期間の更新を行いました。登録に当たっての、当社の「SDG

s達成に向けた宣言書」（要件１）、および「SDGs達成に向けた具体的な取組」（要件２）は

以下の通りです。当社は、SDGsへの取り組みの進捗を毎年長野県へ報告するととも

に、エプソンのサプライチェーンを通じてSDGsの達成に貢献していきます。

要件１：SDGs達成に向けた宣言書（PDF,200KB）

要件２：SDGs達成に向けた具体的な取組（PDF,730KB）

長野県SDGs推進企業登録証

https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/pdf/sus_sdgs_.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/pdf/sus_sdgs_.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/pdf/sus_sdgs_.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/pdf/sdgs_nagano01.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/pdf/sdgs_nagano02.pdf


北九州市は、2018年に全国初の「SDGs未来都市」および「自治体SDGsモデル事業」として選定されています。同市は、SDGsの達成

に寄与する企業などの取り組み内容を「北九州市SDGs未来都市計画」との関連付けを行いながら「見える化」し、地域のSDGsの取り組

みの誘発・加速を図ることを目的に当登録制度を制定しています。エプソンは、北九州市の「北九州SDGs登録制度」において、「北九州S

DGs登録事業者」として登録されています。当社は、北九州市において、乾式オフィス製紙機PaperLabによる再生紙生産、アップサイク

ル品の製作・供給を行う「KAMIKURU（カミクル）」プロジェクトに取り組んでいます。今後もプロジェクトの参画メンバーとともに、環境

負荷を低減する商品や活動の展開、多様な雇用機会創出、教育機会提供による将来世代人材の育成などを通じて北九州市におけるSD

Gs活動に貢献していきます。

北九州SDGs登録事業者の取り組み内容（申請書） 

登録証交付式の様子 登録証は「KAMIKURU」プロジェクトにより、北九州市役所の

使用済みコピー紙をPaperLabで再生した厚紙でアップサイク

ルされたものです。

「2021北九州SDGs未来都市アワード『SDGs大賞』」を受賞

2022年3月、エプソン販売（株）が福岡県北九州市で展開しているプロジェクト

「KAMIKURU（カミクル）」が、「2021北九州SDGs未来都市アワード」の企業部

門において「SDGs大賞」を受賞しました。

授賞式で北橋健治市長からは、「北九州市の異業種団体で構成された『KAMIKU

RU』活動が、SDGsのさまざまな目標へ貢献をされ、特に教育分野での活動は

大変すばらしく、今後もこの活動の拡がりを大いに期待します」と期待のコメント

をいただきました。

社内啓発活動

社員食堂でのSDGs貢献活動

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/001149800.pdf
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エプソンでは、2000年9月より長野県内の社員食堂において、順次「金芽米※」を採用

し、現在では県内すべての社員食堂で金芽米を提供しています。

この取り組みは、社員の健康促進と環境保全の両立を目指すものであり、エプソンが推

進するSDGs（持続可能な開発目標）への貢献の一環です。

金芽米は、玄米と同等の栄養価を持ちながら白米の美味しさを兼ね備えており、社員の

健康維持に寄与します。また、無洗米であるため米のとぎ汁が発生せず、環境への負荷

を軽減できるという特長があります。

エプソンが金芽米を導入した背景には、社員食堂から排出される「米のとぎ汁」による水

質汚染の防止があります。とぎ汁には、下水処理では完全に除去できないリンや窒素が

多く含まれており、河川に流れ込むことで富栄養化を引き起こす可能性があります。

なお、金芽米はその製造工程でもとぎ汁を排出せず、取り除かれた肌ヌカは肥料などに

再利用されるなど、循環型の農業サイクルにも貢献するサステナブルなお米です。

このように、社員食堂における金芽米の導入は、「つくる責任 つかう責任（目標12）」や

「すべての人に健康と福祉を（目標3）」、「陸の豊かさも守ろう（目標15）」、「海の豊かさ

を守ろう(目標14)」といったSDGsの目標に貢献する取り組みとして、今後も継続して

いきます。

※ 「金芽米」は、東洋ライス株式会社の登録商標です

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/


ホーム > サステナビリティ > サステナビリティ経営 > TCFD提言への対応

TCFD提言への対応

気候変動が社会に与える影響は大きく、エプソンとしても取り組むべき重要な社会課題だと捉えています。パリ協定の目指す脱炭素社会

（世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分低く保ち、1.5℃に抑える努力をする）の実現に向け、エプソンは2030年に

「1.5℃シナリオ に沿った総排出量削減」の目標達成を目指しています。また、「Epson 25 Renewed」の公表に合わせ「環境ビジョン

2050」を改定し、その目標として掲げる2050年の「カーボンマイナス」「地下資源 消費ゼロ」に向け、脱炭素と資源循環に取り組むと

ともに、環境負荷低減を実現する商品・サービスの提供、環境技術の開発を推進しています。

 SBTイニシアチブ（Science Based Targets initiative）のクライテリアに基づく科学的な知見と整合した温室効果ガスの削減目標

 原油、金属などの枯渇性資源

TCFDのフレームワークに基づいて、シナリオ分析を実施し、気候関連リスク・機会がエプソンの戦略に与える財務影響度を定量的に評価

しました。その結果、脱炭素社会へ急速に進んだ1.5℃シナリオの場合、市場の変化・政策・法規制による操業コスト増加の移行リスクはあ

るものの、インクジェット技術・紙再生技術に基づく商品・サービスの強化により財務影響へのインパクトは限定的と予想しています。

エプソンは、2021～2030年までの10年間で約1,000億円（2021～2025年は約250億円、2026～2030年は約750億円）を

投入し、脱炭素・資源循環・環境技術開発への取り組みを加速します。また、気候関連リスクへの解決は、私たちが設定したマテリアリティ

である「循環型経済の牽引」「産業構造の革新」に合致し、エプソンの強みである低環境負荷（消費電力・廃棄物削減など）の商品・サービス

で、事業拡大の機会につながります。この機会の拡大は、お客様のもとでの環境負荷低減や気候変動の抑制に貢献するものです。

こうした評価結果から、エプソンは社会にとっても自社にとっても合理的であるパリ協定の目指す脱炭素社会の実現に向け、認識したリ

スクに対処しながら、機会を最大化するための取り組みを継続的に進めています。

なお、世界が現状を上回る対策をとらずに温暖化が進んだ4℃シナリオの場合でも、異常気象に伴う災害の激甚化による国内外の拠点

に対する物理リスクの影響は、小さいことを確認しています。

ガバナンス 戦略 リスク管理

  

指標と目標 関連情報

 

*1

*2

エプソンは2019年10月に「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言への

賛同を表明して以降、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーとの良好な

コミュニケーションがとれるように、TCFDのフレームワークに基づき、情報開示（ガバナ

ンス・戦略・リスク管理・指標と目標）を進めています。2021年には財務影響度をエプソ

ンとして初めて定量的に開示することにしました。さらに、2022年はTCFD提言の改

訂を受けて、GHG排出量の削減を目的とした具体的な取り組み実績などの開示を強化

しました。2023年以降は気候関連のリスク・機会に対する取り組みのハイライトや具体

的成果に関する定性・定量情報の充実化を行っています。

*1

*2

シナリオ分析の結果　

ガバナンス

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/


気候変動に関わる主な取り組み

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

エプソンは、「循環型経済の牽引」をマテリアリティとして設定しています。これを達成するために、エプソンの技術の源泉である「省・小・

精の技術」を基盤に、イノベーションを起こし、さらなる温室効果ガス（GHG）排出量削減に取り組んでいます。

エプソンは「環境ビジョン2050」を策定し、2050年までにカーボンニュートラルを超えたカーボンマイナス、さらに地下資源の消費ゼロ

を掲げ取り組みを進めています。こうした目標に向かってどのように進むのか具体的なシナリオを描いたものが、「中期環境活動計画」で

す。「Epson 25 Renewed」の目指す成長領域や新領域の事業拡大に伴い、サプライチェーンにおけるGHG排出量や資源使用量は増

加します。そこで環境戦略と事業戦略を両立させた「環境価値創出シナリオ」を全事業で策定し、2050年目標達成のロードマップを展開

しています。

気候変動に係る重要事項は、社長の諮問機関である「経営戦略

会議」での審議・報告の上、定期的に（年に1回以上）取締役会に

報告することで、取締役会の監督が適切に図られる体制をとっ

ています。

気候関連問題に対する最高責任と権限は代表取締役社長が有

しています。サステナビリティ・コーポレートコミュニケーション

推進室長にはサステナビリティ担当役員が任命され、TCFDを

含むサステナビリティ活動の責任者として、これらの取り組みを

管理・推進しています。気候変動問題への対応を含む全社環境

戦略の立案・推進は、地球環境戦略推進室およびテーマ別環境

部会が担っています。

なお、役員報酬に関しては、より実効的なサステナビリティガバ

ナンスの体制を構築する観点から、マテリアリティに紐づくサス

テナビリティ重要テーマの指標のうち、脱炭素に関する指標を

譲渡制限付株式報酬と連動させ、責任と役割を明確にしていま

す。

推進体制図

TCFD提言へ

の賛同表明

気候変動に起

因した自然災

害リスクに関す

る調査を実施

（2℃シナリオ

と４℃シナリ

オ）

TCFDフレー

ムワークの推

奨開示項目に

基づき、財務

影響度を定性

開示（2℃シナ

リオ）

気候変動に起

因した自然災

害リスクに関す

る調査を実施

（1.5℃シナリ

オ）

「環境ビジョン

2050」を改定

し、「カーボン

マイナス」など

明確な目標を

設定

TCFDフレー

ムワークの推

奨開示項目に

基づき、財務

影響度を定量

開示（1.5℃シ

ナリオ）

TCFD提言の

改訂ポイントに

基づき、具体

的な取り組み

実績の開示強

化

IPCC第6次評

価報告書の変

化点を加味し

て、気候変動に

起因した自然

災害リスクに

関する調査を

実施

地球環境戦略

推進室の新設

とテーマ別環

境部会を設置

リスク・機会に

対する取り組

みのハイライト

や具体的成果

に関する定性・

定量情報の充

実化

リスク・機会に

対する取り組

みのハイライト

や具体的成果

に関する定性・

定量情報のア

ップデート

戦略

環境ビジョン2050達成までのロードマップ



さらに、気候変動に対するレジリエンスの強化を図るため、「環境ビジョン2050」の実現に向け、環境戦略定例会および下部組織の部会

にて活動を推進し、2024年度は以下の取り組みを中心に活動の実践状況のレビューや各種経営会議への審議・報告を行いました。

＜2024年度の取り組み＞

エプソンは、気候関連のリスク・機会の重要性評価に向け、「移行リスク」「物理リスク」「機会」の区分でシナリオ特定と評価を実施し、7つ

の評価項目を選定しました。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）と国際エネルギー機関（IEA）が提示する気温上昇1.5℃に相当する

シナリオと社内外の情報に基づき、事業インパクトと財務影響度を評価しました。

シナリオ分析に基づいた気候関連リスク・機会の評価結果は以下の通りです。

区分 評価項目

顕

在

時

期

事業インパクト 財務影響度

移

行

リ

市

場

の

・ペーパー需要 短

期

インパクト 小

中期環境活動計画の詳細はこちら 

テーマ検討：脱炭素目標（SBT更新）、TNFD開示、資源循環定義・施策

各部会の取り組み・中期KPIレビュー

各事業の環境価値創出シナリオの進捗と課題共有

現状調査・分析（競合他社・社会動向、環境法規制など）

気候関連のリスク・機会に関するシナリオ分析

1.5℃シナリオにおける気候関連リスク・機会

*1

*2

気候変動とペーパー需要の変化に関する強い関連性

は見いだせないが、印刷・情報用紙の需要は減少傾向

https://corporate.epson/ja/sustainability/environment/vision/#h2_04


ス

ク

変

化

政

策・

法

規

制

（環境ビジョン2050の

取り組み）

・脱炭素

・資源循環

・環境技術開発

短

期

インパクト

リスクへの対応

2030年まで

に

合計約1,000

億円の費用を

投入

物

理

リ

ス

ク

急

性

・洪水による事業拠点の

被災 長

期

（21

世

紀

末）

インパクト

小

慢

性

・海面上昇による事業拠

点の被災

・渇水による操業への影

響

機

会

商

品・

サ

ー

ビ

ス

（環境ビジョン2050の

取り組み）

・お客様のもとでの環境

負荷低減

短

期

想定シナリオ

事業機会

大

2025年度ま

でに

成長領域CAG

R

15％見込み

にあると想定する。COVID-19によるトレンド変化

（分散化によるオフィス印刷の縮小など）によりペーパ

ーレス化がさらに進んだ場合においても、インクジェ

ット技術・紙再生技術に基づく商品・サービスの強化

（印刷コスト低減、環境負荷低減、印刷の快適性向上、

紙情報の有用性訴求）により財務影響へのインパクト

は限定的と予想される

世界的に共通した社会課題である「気候変動」と「資源

枯渇」に対し、商品・サービスやサプライチェーンの「脱

炭素」と「資源循環」における先進的な取り組みが求め

られる

飛躍的な環境負荷低減につながる環境技術開発によ

り、科学的かつ具体的なソリューションが求められる

脱炭素

・再生可能エネルギー活用

・設備の省エネ

・温室効果ガス除去

・サプライヤーエンゲージメント

・脱炭素ロジスティクス

資源循環

・資源の有効活用

・生産ロス極小化

・商品の長期使用

環境技術開発

・ドライファイバーテクノロジー応用

・天然由来素材（脱プラ）

・原料リサイクル（金属、紙）

・CO2吸収技術

36拠点（国内17、海外19）を対象にリスクを評価し

た結果、洪水（河川氾濫）、高潮、渇水による将来的な

操業リスクの変化は限定的

サプライチェーンに関する短期気候変動リスクについ

ては、BCP（事業継続計画）で対応

炭素税導入、電気料金高騰、廃棄物処分コストの上

昇、適量生産・資源削減などにより、環境に配慮した

商品・サービスへのニーズが高まる

「Epson 25 Renewed」における成長領域として、

①環境負荷低減・生産性向上・印刷コスト低減を実現

するインクジェット技術によるオフィスプリンティン

グ、商業・産業プリンティング、プリントヘッド外販、②

環境負荷低減を実現する新生産装置の拡充による生

産システムの提供、により売上収益成長CAGR（年平

均成長率）15％を見込む



・環境ビジネス
短

期

想定シナリオ

事業機会
中

 短期：10年未満　　中期：10年～50年　　長期：50年超

 小：10億円未満　　中：10～100億円　　大：100億円超

エプソンは、脱炭素、資源循環、環境技術開発、お客様のもとでの環境負荷低減に向けた取り組みを進めています。2024年度の取り組

み実績は以下の通りです。

区分 評価項目 2024年度 取り組み実績
2024年度 定量実

績

移

行

リ

ス

ク

市場の変

化・政策・

法規制

・ペーパー需要 小

・脱炭素 75.8億円

（内訳）

・投資:43.8億円

・費用:19.1億円

・人件費:12.9億円

　　　　　　　　

環境ビジョン205

0

累計投入費用・投資

合計202.2億円

 

・資源循環

・環境技術開発

地球温暖化対策分野や廃棄物処理・資源有効活用分

野の市場成長が見込まれる

サーキュラーエコノミー（循環型経済）へのシフトによ

り、再生プラスチック、高機能バイオ素材、バイオプラ

スチック、金属リサイクルの市場成長が見込まれる

地球温暖化対策やサーキュラーエコノミーへのシフト

に対する有効なソリューションとして、紙再生を含むド

ライファイバーテクノロジー応用、天然由来素材（脱プ

ラ）開発、原料リサイクル（金属再生、紙循環）などの技

術確立を通じ、価値変換(高機能化)、脱プラ化(梱包

材、成形材)、高付加価値新規素材の創出などにより

売上収益を獲得

*1

*2

2024年度の取り組み実績

オフィス・ホームプリンティングのインクは、インクカー

トリッジの減少を、本体市場稼働台数の増加に伴う大

容量インクボトルとオフィス共有インクの増加が補い、

安定的に推移しており、エプソンがターゲットとしてい

るマーケットでのペーパー需要変動による財務影響は

限定的

*3

エプソングループ全世界の拠点 での100%再生可

能エネルギー化維持

*4

サプライヤーのGHG排出削減、再エネ電力の導入を

支援する「エプソングリーンサプライチェーン」活動を

開始

再生プラスチック使用製品の拡大、リファービッシュ

／リユースによる商品の長期使用の拡大

不要な金属を、金属粉末製品の原料として資源化す

る新工場の建屋完成(2025年6月竣工、エプソンアト

ミックス)

ドライファイバーテクノロジーを応用した、衣類繊維複

合再生プラスチック開発

分離膜を用いたCO2分離・回収、藻類を活用した

CO2吸収技術開発推進



物

理

リ

ス

ク

急性
・洪水による事業拠点

の被災

小

慢性

・海面上昇による事業

拠点の被災

・渇水による操業への

影響

機

会

商品・サー

ビス

・お客様のもとでの環

境負荷低減

2020年度→24年

度

売上収益

CAGR +9.9%

・環境ビジネス -

 財務影響度　 小：10億円未満

 一部販売拠点などの賃借物件は除く　

 IPCCの気候変動シナリオRCP2.6（２℃）、RCP8.5（４℃）にて評価　

 国内拠点で長期的洪水リスク（21世紀末）を有する主要拠点　

 Epson 25 Renewed 発表時の2020年度予想と2024年度実績との比較

 PoC（Proof of Concept、概念実証）：新しい技術などの実現可能性や実際の効果などを検証するプロセス

エプソンは、GHG排出量削減を目的とした投資に関する執行前の評価（フィージビリティ・スタディ）としてカーボンプライシングの考えを

取り込んだ投資回収期間の判断基準やガイドラインを整備し、2018年度からの試行導入を経て2020年より正式運用を開始していま

す。

企業を取り巻く環境が複雑かつ不確実性を増す中、企業活動に重大な影響を及ぼすリスクに的確に対処することが、経営戦略や事業目

的を遂行していく上では不可欠です。

エプソンは、気候関連問題を経営上の重大な影響を及ぼすリスクとして位置付け、適切に管理しています。

気候関連リスクの識別・評価・管理プロセス

1 調査 2 識別・評価 3 管理

36拠点（国内17、海外19）を対象にIPCC第6次評

価報告書に基づき最新リスクを評価*5

洪水（河川氾濫）、高潮、渇水による将来的な操業リ

スクの変化は限定的であることを確認

豊科事業所 における低階層の設備浸水リスクに

対しBCP施策（設備更新時の移設）で対応

*6

*3

「Epson 25 Renewed」における成長領域（オフィ

スプリンティング、商業・産業プリンティング、プリント

ヘッド外販、生産システム）への取り組みを推進
*7

ドライファイバーテクノロジーを核技術としたビジネス

展開に向け、再生ファブリックのビジネスモデルの

PoC 開始*8

*3

*4

*5

*6

*7

*8

カーボンプライシングの取り組み

リスク管理

IPCC第6次評価報告書の変化点を

加味して、国内外の主要拠点を対象

に、気候変動に起因した自然災害リス

クに関する調査を実施

社会動向を調査

「Epson 25 Renewed」「環境ビジ

ョン2050」の方針や施策からリス

ク・機会を洗い出し

サステナビリティ戦略会議と取締役

会を通じて、シナリオ分析を評価

サステナビリティ戦略会議と取締役会

を通じて、適切に管理



エプソンは、「環境ビジョン2050」の実現に向け、中長期的な温室効果ガス（GHG）の排出削減目標の達成を目指します。そのため、エプ

ソンの技術の源泉である「省・小・精の技術」を基盤に、商品の環境性能向上や再生可能エネルギーの活用、事業活動などバリューチェーン

を通じた環境負荷低減に積極的に取り組んでいます。

2018年のScience Based Targets(SBT) 設定以降、1.5℃目標への引き上げを行い2025年度の目標達成に向けて活動を推

進した結果、目標年を前倒して、グローバルに展開する全拠点におけるすべての使用電力を再生可能エネルギーへ置き換えました。ま

た、このたびScience Based Targets initiative(SBTi) のNet-Zero基準に基づくNet-Zero目標およびその過程となる短

期・長期目標が、SBTiから承認されました（2025年５月）。この目標は、既に環境ビジョン2050で掲げていた、2030年を目標年度と

し全てのスコープを含む総量目標に対して、パリ協定における「1.5℃目標」を達成するための科学的な根拠に基づいた目標であること

が裏付けられました。

GHG排出削減目標と目指す姿

SBTi に承認された目標

（1.5℃目標水準。いずれも基準年は2017年度）

短期目標：

2030年にスコープ1＋2＋3を総量で55%削減

2030年にスコープ1＋2を総量で90%削減

長期目標：

2050年にスコープ1＋2＋3を総量で90%削減

2050年にNet-Zero達成

目指す姿
2030年にスコープ１＋２排出量実質ゼロ達成

2050年にカーボンマイナス達成

　スコープ1：燃料などの使用による直接排出

　スコープ2：購入電力などのエネルギー起源の間接排出

　スコープ3：自社バリューチェーン全体からの間接的な排出

 科学的な根拠に基づいた温室効果ガス削減目標

 Science Based Targetsイニシアチブ（SBTi）は、企業や金融機関が気候危機への対応に貢献できるよう支援する、企業向けの気候行動推進組織です。同イニシ

アチブは、地球温暖化を壊滅的な水準以下に抑え、遅くとも2050年までにネットゼロを達成するために必要な水準と整合した温室効果ガス（GHG）排出削減目標を企

業が設定できるよう、基準、ツール、ガイダンスを策定しています。

 SBTiに承認された目標である総排出量90％を削減し、残余排出量に対して吸収・クレジットなどによる中和を行い排出量実質ゼロ、あるいはさらなる脱炭素化を狙

うもの。

指標と目標

*1

*2

*2

*3

*1

*2

*3
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関連情報

価値創造ストーリー 

環境ビジョン2050 

2025年に目指す姿（温室効果ガス（GHG）削減に向けて、環境パフォーマンスなど） 

グローバル主要環境データ 

TNFD 
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TNFD提言への対応

自然関連への対応を含む全社環境戦略の立案・推進は、地球環境戦略推進室およびテーマ別環境部会が担っています。

自然関連を含むエプソングループ全体に関わる重要経営テーマについては、社長の諮問機関である「経営戦略会議」での審議・報告の上、

定期的に取締役会に報告することで、取締役会の監督が適切に図られる体制をとっています。

ガバナンス 戦略 リスク管理

指標と目標 関連情報

  

 
エプソンは2024年6月に、自然関連財務情報開示タスクフォース（Taskforce on Na

ture-related Financial Disclosures：以下 TNFD）の情報開示提言への賛同を

表明しました。グループにおける自然資本への依存と影響の評価および、関連するリス

クと機会について、TNFDが推奨するLEAPアプローチ に沿った分析を行い、TNFD

フレームワークに沿って整理しました。この分析に基づき、自然・生物多様性への負の影

響を最小化し、地域における生態系との調和に一層取り組むことで、持続可能な社会の

実現に貢献していきます。

 自然との接点、自然との依存関係、インパクト、リスク、機会など、自然関連課題の評価のための統合的な

アプローチ

*1

*1

エプソンと自然資本の関係

エプソンの事業活動や社員の生活は、自然の恵み（生態系サービス）に支えられています

（図中：依存）。また、私たちの活動は自然に対して直接的・間接的に影響を与えています

（図中：影響）。世界的な自然資本の損失は、私たちの事業活動や生活に大きな支障を与

える恐れがあります。自然資本の損失を食い止めるため、私たちは自然への負の影響を

抑えなければなりません。一方、自然資本に関するリスクの認識が高まるなか、エプソン

の技術はその課題解決に貢献できると考えています。これは、エプソンにとっての事業

機会でもあります。

ガバナンス

戦略

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/


グループ42拠点を対象に生態系、水などにおけるリスクを評価し、北米、東アジア、東南アジアの11拠点を優先地域として特定しました。

直接操業における優先地域（拠点）

組織にとって重要な自然への依存・影響関係の把握を通じ、自然関連のリスクと機会を理解することを目的に評価分析を行った結果、対

象としたバリューチェーン・プロセス（直接操業・バリューチェーン下流）のうち、自然資本に対して依存し、また影響を与えている事業活

動、および重要な依存・影響の内容を以下の通り特定しました。

直接操業（輸送含む）・バリューチェーン下流のプロセスの依存・影響分析

* 事業活動の依存・影響を、可視化・評価ツール「ENCORE」を用いて分析し5段階で評価　（VH, H, M, L, VL）

* 評価項目が複数ある場合、より依存・影響が強い項目で評価付けを実施

* 攪乱：生物に害を及ぼす可能性のある騒音や光害をもたらす活動

自然への依存・影響に起因する自然関連リスク・機会について、エプソンの直接操業（輸送含む）・バリューチェーン下流における依存と影

響の分析を基に特定した後、「発生可能性」と「影響度」の観点から重要性を評価しました。重要な課題として特定した6つのリスクと2つ

の機会、それぞれの対応策は以下の通りです。

区分

バリュ

ーチェ

ーン

リスク・機会 対応

顕在

時期

優先地域の特定

自然資本に対する依存と影響

自然・生物多様性関連リスク・機会／対応

*1



リス

ク

物理

／慢

性

直接操

業

水
水資源（量）の減少・枯渇

取水量制限に伴う生産量低下

中期

水、土壌汚染
水質汚染、土壌汚染

他のステークホルダー起因の環境悪化

移行

／規

制

水、有害物質
水源保全・取水・汚染に関する法規制の

強化

短期

移行

／市

場

水
水効率やエネルギー効率向上のためのコ

スト

移行

／規

制

資源、有害物質
環境負荷の低い原材料の採用義務化、化

学物質利用規制強化
短期

移行

／市

場

下流 環境負荷
環境負荷の高い製品に対する顧客の選

好の低下
短期

機会

企業

視点

／自

然・

社会

視点

下流 環境負荷、資源

商品・企業価値向上

中期

【企業視点】 【自然／社会視

点】

環境課題を解決するニーズの向上

中期

【企業視点】 【自然／社会視

点】

生産拠点での水使

用効率の中期的な

向上

水リスク地域（渇

水、水質）に立地す

るサイトにおけるリ

スク低減活動

生産拠点における

汚染防止の徹底

生産拠点での水使

用量削減

拠点の水使用量や

用途の分析／各拠

点に応じた削減施

策／ケーススタディ

の水平展開

環境法規制対応の

徹底

資源循環の取り組

み

リファービッシュ／

インクボトル・カート

リッジの再利用

再生材・バイオ材の

導入／環境配慮設

計

お客様のもとでの

環境負荷低減

社会の環境負荷低

減に資する製品・サ

ービスの拡大

脱炭素に貢献する

製品展開

製品の長寿命化・長

期使用（リファービ

ッシュ／リユース）

推進

製品への再生材・バ

イオ材の活用推進

商品競争力、

顧客価値向上

企業のブラン

ド価値向上

輸送コスト低

減

製品の製造、

使用段階での

GHG排出量の

低減（小型化、

軽量化、省エ

ネ）

循環型経済の

牽引

環境技術開発推進新たな収益源

の確保と経営

の多角化・安定

化

環境課題を解

決するソリュー

ション提供



 短期：2030年まで 中期：2050年まで 長期：2050年以降

企業を取り巻く環境が複雑かつ不確実性を増す中、企業活動に重大な影響を及ぼすリスクに的確に対処することが、経営戦略や事業目

的を遂行していく上では不可欠です。エプソンは、自然関連問題を含む経営上の重大な影響を及ぼすリスクについて、適切に管理してい

ます。

自然関連リスクの識別・評価・管理プロセス

1. 調査 2. 識別・評価 3. 管理

国内外の主要拠点を対象に、自然関連の

重要な依存・影響の調査を実施

（使用ツール ：ENCORE、IBAT、

Aqueduct等）

自然への依存・影響に起因する自然関連

リスク・機会について、「発生可能性」と

「影響度」の観点から重要性を定性評価

経営戦略会議、取締役会を通じて、適切

に管理

 TNFDが推奨する、自然資本への依存・影響や環境リスクの評価・分析ツールを使用

TNFDでは、開示推奨指標（コアグローバル開示指標）が示されています。エプソンでは、各評価の結果、自然に関連するリスクとして水、

化学物質に関するテーマが重要であることがわかりました。また、資源循環を重量テーマに掲げ、資源の持続可能な利用に向けて取組ん

でいることから、これらを自然関連の目標として設定しています。これらの24年度の実績については以下のとおりです。

テーマ
関連するTNFDコ

ア指標No.
エプソン指標 FY24目標 FY24実績

水

水量 C3.0
水使用売上収益 原単位

（千m³／億円）

0.73

FY17-22平均値より

1%削減

0.62

水質 C2.1 法基準値 超過件数 0件/年 1件

化学物質

（土壌、大気）
- 事業所環境関連 法令違反件数 0件/年 0件

資源
C2.2、C2.3、

C3.1
サステナブル資源率 35% 33%

 原材料に対するサステナブル資源（再生可能資源＋循環資源＋低枯渇性資源）の比率

*1

リスク管理

*1

*1

指標と目標

*1

*1

関連情報
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価値創造ストーリー 

環境ビジョン2050 

2025年に目指す姿（温室効果ガス（GHG）削減に向けて、環境パフォーマンスなど） 

グローバル主要環境データ 

TCFD 
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社外からの評価

セイコーエプソン（株）は、世界の様々なESG評価機関から高い評価を受けています。

また、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が日本株を対象としたESG投資先として選定している全ての指数の構成銘柄に選定さ

れています。（2025年6月）

SRI（社会的責任投資）インデッ

クスへの組み入れ状況・格付け
認証 表彰

  

SRI（社会的責任投資）インデックスへの組み入れ状況・格付け

FTSE4Good Index Series

セイコーエプソン（株）は、ロンドン証券取引所グループFTSE Russellの責任投資（RI）

指標である「FTSE4Good Index Series」の構成銘柄として、2004年3月より22

年連続で選定されています。また、FTSE Russellが環境・社会・ガバナンス（ESG）の

グローバル基準を満たす日本企業を中心に構成する「FTSE Blossom Japan Inde

x」、および「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」について、年金積立

金管理運用独立行政法人（GPIF）による選定（それぞれ2017年７月、2022年４月）以

来、継続して組み入れを確認しています。（2025年6月）

FTSE4Good Index Seriesはこちら 

FTSE Blossom Japan Indexはこちら 

FTSE Blossom Japan Sector Relative Indexはこちら 

MSCI ESG Indexes

MSCI ESG格付けは、米国のMSCIが提供する世界的なESG投資指標で、環境・社会・

ガバナンスのリスクを各企業がどの程度管理できているかを調査・分析し、AAAからC

CCまでの7段階で評価したものです。セイコーエプソン（株）は、2024年より2年連続

で最高位のAAA格付けを獲得しています。また、MSCIが業界内において相対的に性別

多様性に優れた企業を中心に構成する「MSCI 日本株女性活躍指数」、および、業界内

において相対的にESG評価に優れた企業を中心に構成する「MSCI日本株ESGセレク

ト・リーダーズ指数」について、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）による選定

（それぞれ2017年７月、2024年3月）以来、継続して組み入れを確認しています。（20

25年6月）

MSCI ESG格付けはこちら 

MSCI 日本株女性活躍指数はこちら 

https://corporate.epson/ja/
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当指数は、米国のMorningstar IndexesがEquileapの提供するデータと評価手法を活用し、確立されたジェンダー・ダイバーシテ

ィ・ポリシーが企業文化として浸透している企業、および、ジェンダーに関係なく従業員に対し平等な機会を約束している企業を中心に構

成しています。セイコーエプソン（株）は、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）による2023年3月の選定以来、継続して組み入れ

を確認しています。（2024年12月）

MSCI日本株ESGセレクト・リーダーズはこちら 

免責事項（英語）

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数

当指数は、（株）日本取引所グループと米国のS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスが共同

開発し、環境情報の開示を十分に行っている企業や、炭素効率性の高い（売上高当たり

炭素排出量）企業を中心に構成されています。セイコーエプソン（株）は、2018年９月の

指数公表、また同時である年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）による選定以来、

継続して組み入れを確認しています。（2025年6月）　

Morningstar 日本株式 ジェンダー・ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）

SOMPOサステナビリティ・インデックス

セイコーエプソン（株）は、SOMPOアセットマネジメント（株）が2012年8月から運用を

開始している、「SOMPOサステナビリティ・インデックス」の構成銘柄に13年連続で選

定されています。

このインデックスは、ESG（環境・社会・ガバナンス）の評価が高い企業に幅広く投資する

年金基金・機関投資家向けのSRI（社会的責任投資）ファンドです。（2025年6月）

ISS ESGにおいてプライム評価に認定

セイコーエプソン（株）は議決権行使助言会社世界大手Institutional Shareholder

Services社（米国）のESG投資関連ソリューション事業ユニットISS ESGによる「ESG

コーポレートレーティング」でプライム評価に認定されました。(2025年7月)

CDPの企業調査において「気候変動」の分野で最高評価の『Aリスト』企業に選定

https://www.msci.com/jp/our-solutions/indexes/nihonkabu-esg-select-leaders-index


プラチナ認証およびゴールド認証を取得している生産拠点

拠点名
主な生産品目

認証
有効期限

（国・地域） （スコア）

セイコーエプソン（株）は、国際的に影響力のある企業調査を行うCDPから、「気候変動」

の分野で、最高評価となる『Ａリスト』に5年連続で選定されました。（2025年2月）

詳細はこちら 

日本政策投資銀行（DBJ）の環境格付け融資に選定

セイコーエプソン（株）は、2022年1月日本政策投資銀行（DBJ）より環境格付融資を受

け、格付結果は「環境への配慮に対する取り組みが特に先進的」（最高ランクA）と評価さ

れました。

詳細はこちら 

EcoVadis社のサステナビリティ評価で「ゴールド」に格付け

セイコーエプソン（株）は、EcoVadis社（本社：フランス）のサステナビリティ（持続可能

性）調査で、コンピュータおよび周辺機器製造業の上位5％内の高評価を獲得し、「ゴー

ルド」に格付けされました。（2025年9月）

EcoVadisはこちら 

認証

RBA監査で複数拠点がプラチナ・ゴールド認証を取得

エプソンは、主力生産拠点においてグローバルサプライチェーンのCSRを推進するRes

ponsible Business Alliance（RBA）の実施するValidated Assessment Pro

gram (VAP)監査 を自主的かつ計画的に受審し、CSRの向上に努めています。

VAP監査は、RBAが認定した独立した第三者機関により実施されるものであり、労働、

安全衛生、環境、倫理の各項目について、各国の適用法令の遵守およびRBA行動規範

の遵守状況を評価し、スコア・認証を付与します。エプソンは、これまでに、不適合なしか

つ満点（200点）となった場合に与えられるプラチナ認証を、インドネシア、マレーシア、

タイ、中国、フィリピンの生産拠点で取得しています。

 

*1

*1 RBAのVAP監査について詳細はこちらをご確認ください 

https://corporate.epson/ja/news/2025/250306.html
https://www.epson.jp/osirase/2022/220131_2.htm#_pt_link=_s_49i72lou.097771ab-c2bc-4076-90e8-c06dea768792.47496d00-4cf2-4ca2-bd7b-3f5f9b3375b7.908.25.1..1763448774057
https://ecovadis.com/ja/
https://www.responsiblebusiness.org/vap/about-vap/


PT. Epson Batam インクジェットプリンター用インクカートリッジお

よびインクボトル、スキャナー
2027/02/19

（インドネシア） （200点）

Epson Precision Suzhou Co.,

Ltd. 水晶デバイス 2026/12/13

（中国） （200点）

PT. Indonesia Epson Industry インクジェットプリンター、大判プリンター、小型

プリンター、インパクトドットマトリックスプリンタ

ー

2026/02/28

（インドネシア） （200点）

Epson Precision (Thailand) Ltd.
ウオッチ、水晶デバイス 2026/02/15

（タイ） （200点）

Epson Precision Malaysia Sdn.

Bhd. 水晶デバイス 2025/12/22

（マレーシア） （200点）

Epson Precision (Philippines),

Inc. 液晶プロジェクター、インクジェットプリンター 2025/10/16

（フィリピン） （200点）

関連情報

プラチナ 

プラチナ 

プラチナ 

プラチナ 

プラチナ 

プラチナ 

サステナビリティ経営 

サプライチェーン 

サプライチェーンにおける人権尊重への取り組み 

「健康経営銘柄」に4年連続で選定

セイコーエプソン（株）は、経済産業省と東京証券取引所より「健康経営銘柄」に4年連続

で選定されました。「健康経営銘柄」は、企業による健康経営の取り組みを促進すること

を目的として創設されています。当社は、健康経営の４項目「経営理念・方針」「組織体

制」「制度・施策実行」「評価・改善」の全てにおいて高い評価をいただきました。（2025

年3月）

詳細はこちら 

経済産業省と日本健康会議が共同で保険者と連携して優良な健康経営を実践している

法人を「健康経営優良法人」 として顕彰しており、セイコーエプソン（株）は、その「大規模

法人部門（ホワイト500）」に、制度創設以来9年連続で認定されました。（2025年3月）

「健康経営優良法人」に制度創設以来9年連続で認定

「Science Based Targets（SBT）イニシアチブ」の承認を取得

https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/rba_vap_pt_epson_batam.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/rba_vap_epsz_platinum.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/rba_vap_pt_indonesia_epson_industry.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/rba_vap_epth_pratinum.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/rba_vap_epmy_pratinum.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/rba_vap_eppi_platinum.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/
https://corporate.epson/ja/sustainability/supply-chain/
https://corporate.epson/ja/sustainability/human-rights/supply-chain.html
https://corporate.epson/ja/news/2025/250310.html


セイコーエプソン（株）は、中長期的な温室効果ガス（GHG）の排出削減目標が、「パリ協

定」における「2℃目標」を達成するための科学的な根拠に基づいた目標であると認めら

れ、国際的な共同団体である「SBTイニシアチブ」から承認を取得しました。（2018年11

月）

詳細はこちら(PDF,423KB)

「D&I Award」最高位の「ベストワークプレイス」の認定を取得

セイコーエプソン（株）は、「D&I Award」において最高位の『ベストワークプレイス』に、

3年連続で認定されました。

「ジェンダーギャップ」「LGBT」「障がい」「多文化共生」「育児・介護」の5つの要素で構成

された100項目で評価・採点され、得点に応じて「ベストワークプレイス」「アドバンス」

「スタンダード」「ビギナー」の4つのランクに認定されました。（2025年2月）

「えるぼし」の認定を取得

セイコーエプソン（株）は、2016年、厚生労働大臣が認定している「女性の職業生活にお

ける活躍の推進に関する法律に基づき、女性の活躍推進に関する優良な企業として認

定され、認定マーク「えるぼし」の最高位を取得しました。（2016年7月）

詳細はこちら（PDF,460KB）

「プラチナくるみん」の認定を取得

セイコーエプソン（株）は、働きやすい職場環境整備の結果として、2007年以降「くるみ

ん」、2016年には「プラチナくるみん」を取得しています。「くるみん」「プラチナくるみ

ん」とは、次世代育成支援対策推進法に基づいた社員の子育て支援のための取り組みを

実施し、その成果が認められた企業に対して贈られる厚生労働大臣の認定マークです。

（2016年5月）

詳細はこちら（PDF,570KB）

表彰

「第６回ESGファイナンス・アワード・ジャパン」の環境大臣賞（銀賞）を受賞

https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/evaluation_sbt_release181130.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/evaluation_eruboshi_release160713.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/evaluation_kurumin_release160525.pdf


環境省が主催する「ESGファイナンス・アワード・ジャパン」の環境サステナブル企業部門

において、環境大臣賞（銀賞）を受賞しました。同部門での受賞は4年連続となります。

（202５年2月）

詳細はこちら 

「2024年度省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞」を受賞

当社諏訪南事業所の省エネ活動が省エネ事例部門において「資源エネルギー庁長官賞

（支援・サービス分野）」を受賞しました。（2024年12月）

詳細はこちら 

コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー2023を受賞

一般社団法人日本取締役協会が主催する「コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー20

23」において、「Winner Company」に選出されました。

本表彰はコーポレートガバナンスを用いて、中長期的に健全な成長を遂げるために、取

締役会の改革を実践している企業、コーポレートガバナンス・コードを遵守し、ＣＧＳガイ

ドラインを踏まえた取り組みを行う企業を表彰するものです。(2024年1月)

詳細はこちら 

「2023年度省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞」を受賞

ラインインクジェット複合機「LM-C6000／C5000／C4000」が、2023年度「省エ

ネ大賞」（製品・ビジネスモデル部門）の資源エネルギー庁長官賞を受賞しました。（202

3年12月）

詳細はこちら 

「第24回グリーン購入大賞」の大賞・経済産業大臣賞を受賞

https://corporate.epson/ja/news/2025/250220.html
https://corporate.epson/ja/news/2024/241216.html
https://corporate.epson/ja/news/2024/240130.html
https://corporate.epson/ja/news/2023/231220.html


公益社団法人日本包装技術協会主催の「2023日本パッケージングコンテスト」において、エプソンの独自技術であるドライファイバーテ

クノロジーを応用した資源循環に貢献する作品2点が、ジャパンスター賞の『公益財団法人日本生産性本部会長賞』と包装部門賞の『贈答

品包装部門賞』を受賞しました。（2023年8月）

エプソンの責任あるサプライチェーンの実現を目指した持続可能な調達の取り組みが評

価され、「第24回グリーン購入大賞」の「大賞・経済産業大臣賞」を受賞しました。グリー

ン購入大賞は、グリーン購入ネットワーク（事務局：東京都千代田区 会長：梅田靖）が主催

する、「持続可能な調達」を通じてグリーン市場の拡大に貢献した取り組みやSDGsの目

標達成に寄与する取り組みを表彰する制度です。(2023年12月）

詳細はこちら 

「2023日本パッケージングコンテスト」で2つの賞を受賞

詳細はこちら 

「アンガーマネジメント経営賞」の大賞を受賞

セイコーエプソン（株）は、一般社団法人日本アンガーマネジメント協会が主催する「第１

回　アンガーマネジメント経営賞」において、大賞を受賞しました。本賞は、全従業員が多

様性を受け入れ、お互いの人権を尊重することで、あらゆるハラスメントや差別のない

健全な職場環境の実現に向けた取り組みを表彰するものです。（2023年6月）

詳細はこちら（PDF,313KB）

「令和4年度新エネ大賞」の新エネルギー財団会長賞を受賞

長野県企業局と中部電力ミライズと共に進める再エネ電源開発加速に向けた取り組み

が、一般財団法人新エネルギー財団が主催する「令和4年度新エネ大賞」の新エネルギー

財団会長賞（地域共生部門）を受賞しました。（2023年2月）

詳細はこちら 

「第3回日経SDGs経営大賞」で「環境価値賞」を受賞

エプソンの温暖化ガスの排出をめぐり、重要性が増している取引先まで含めた削減努

力、TCFDへの賛同と有価証券報告書への情報開示や再生可能エネルギーの積極的な

導入の「環境目標設定」などが高く評価され、日本経済新聞社が主催する「第3回日経S

DGs経営大賞」において「環境価値賞」を受賞しました。（2021年11月）

詳細はこちら 

韓国で3年連続CSR Awardを受賞

https://corporate.epson/ja/news/2023/231212.html
https://corporate.epson/ja/news/2023/230830.html
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/evaluation_23anger_award2.pdf
https://corporate.epson/ja/news/2023/230201.html
https://www.epson.jp/osirase/2021/211125.htm#_pt_link=_s_49i72lou.097771ab-c2bc-4076-90e8-c06dea768792.47496d00-4cf2-4ca2-bd7b-3f5f9b3375b7.908.25.1..1763448774057


Epson Korea Co., Ltd.（EKL）は、韓国で最大の発行部数を有する朝鮮日報社主催

（後援：韓国政府）の「Corporate Social Responsibility Awards 2021」におい

て、「ESG部門大賞」を受賞しました。これは、2019年と2020年の「環境保全部門大

賞」に続き、3年連続の受賞となります。

EKLは、低消費電力のインクジェットプリンターや遠隔授業で教育格差の改善に貢献す

る超短焦点プロジェクターなどの提案により、社会的価値を実践する「Details for To

morrow（持続可能な社会に向けて）」キャンペーン活動を推進したこと、さらにサステナ

ビリティレポート・ESGレポートなどの報告書が評価されました。審査員は、韓国の713

企業・機関を評価し、最終的に7社が「ESG部門大賞」に選出されました。（2021年4月）

「第29回地球環境大賞経済産業大臣賞」を受賞

「最小限の環境負荷を実現する『インクジェットイノベーション』を推進」する取り組みが評

価され、第29回「地球環境大賞」において、「経済産業大臣賞」を受賞しました。（2020

年2月）

詳細はこちら 

インクジェットイノベーションによる社会課題の解決 

「第8回ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞」を受賞

秋田エプソン（株）は、秋田大学大学院医学系研究科、秋田大学医学部附属病院、秋田県

産業技術センターという産官学連携で開発した世界初の技術「電界撹拌」を用いたがん

迅速診断支援装置で、「第8回ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞」を受賞しました。（2

020年1月）

詳細はこちら 

台湾で「Global Corporate Sustainability Award—Best Practice（最優秀事例賞）」を受賞

「ゆめ水族園」は台湾の産官学とNGOで構成する組織である「永続発展目標連盟（Alliance for S

ustainable Developments Goals）」主催の「グローバル・コーポレート・サステナビリティ・フォ

ーラム（GCSF）」において、「Global Corporate Sustainability Award-Best Practice（最

優秀事例賞）」を受賞しました。（2019年11月）

「ゆめ水族園」の詳細はこちら 

「平成30年度省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞」を受賞

https://www.epson.jp/osirase/2020/200228.htm#_pt_link=_s_49i72lou.097771ab-c2bc-4076-90e8-c06dea768792.47496d00-4cf2-4ca2-bd7b-3f5f9b3375b7.908.25.1..1763448774057
https://corporate.epson/ja/sustainability/environment/vision/innovation.html
https://www.epson.jp/osirase/2020/200128.htm#_pt_link=_s_49i72lou.097771ab-c2bc-4076-90e8-c06dea768792.47496d00-4cf2-4ca2-bd7b-3f5f9b3375b7.908.25.1..1763448774057
https://global.epson.com/fantas-aquarium/ja/#_pt_link=_s_49i72lou.097771ab-c2bc-4076-90e8-c06dea768792.47496d00-4cf2-4ca2-bd7b-3f5f9b3375b7.908.25.1..1763448774057


Epson Precision (Philippines), Inc.は、第3回PEZA  Outstanding Environmental Performance Awardを受賞し

ました。この賞は、環境管理における継続的な改善への努力、2016年から2018年の3年間における持続的なコンプライアンスと、革新

的なシステムに対する企業の取り組みを表彰するものです。（2019年5月）

 Philippine Economic Zone Authority (PEZA) : フィリピン経済区庁

エプソンのインドネシアの製造拠点であるPT. Epson Batamは、インドネシア 環境林業省主催の環境対策格付けプログラムであるPR

OPERの「グリーン」ランクに格付けされました。また、PT. Indonesia Epson Industryは、「ブルー」ランクに格付けされました。（2

018-2019年）

セイコーエプソン（株）は、繊維製品にまつわる安全性を証明するOEKO-TEX の認証機関である 一般財団法人ニッセンケン品質評価

センター主催のJAPAN OEKO-TEX  AWARD 2017において、「国際共同体賞」を受賞しました。（2017年）

ホーム > サステナビリティ > 社外からの評価

エプソンの高速ラインインクジェット複合機／プリンター「LX-10000Fシリーズ・LX-7

000Fシリーズ」が、「平成30年度省エネ大賞（製品・ビジネスモデル部門）資源エネルギ

ー庁長官賞」を受賞しました。なお、3地区74件の応募者が参加し、二次審査を兼ねた地

区発表大会においても、分かりやすく、有意義な発表を行った案件に授与される「優秀

プレゼンテーション賞」を受賞しました。（2019年1月）

詳細はこちら（PDF,781KB）

「第1回エコプロアワード 経済産業大臣賞」を受賞

エプソンの乾式オフィス製紙機PaperLab A-8000は一般社団法人産業環境管理協

会主催の第1回エコプロアワードにおいて「経済産業大臣賞」を受賞しました。（2018年

9月）

詳細はこちら 

PEZA Outstanding Environmental Performance Awardを受賞

*2

*2

PROPER のランクに格付け（環境対策格付けプログラム）

「JAPAN OEKO-TEX  AWARD 2017 OEKO-TEX  国際共同体賞」を受賞® ®

®

®

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://corporate.epson/ja/sustainability/evaluation/pdf/release_20190115.pdf
https://corporate.epson/ja/sustainability/environment/products/customers.html#h2_03


ホーム > サステナビリティ > 外部イニシアチブへの参画

外部イニシアチブへの参画

エプソンは「なくてはならない会社」となるため、企業活動を通じて「持続可能な社会」を実現することに貢献したいと考えています。それ

に向けて、さまざまなイニシアチブに賛同し、参画しています。

エプソンは、国連の提唱する人権、労働、環境および腐敗防止に関する普遍的原則である国連グローバル・コンパクトへの支持を表明する

当社社長の書簡を国連事務総長に提出、受理され、2004年7月16日付けで国連グローバル・コンパクトに参加しました。

国連グローバル・コンパクト RBA（責任ある企業同盟） RMI（責任ある鉱物調達）

気候関連財務情報開示タスクフ

ォース (TCFD)

自然関連財務情報開示タスクフ

ォース（TNFD）
CDP

SBTイニシアチブ RE100 気候変動イニシアティブ

  

  

  

循環経済パートナーシップ（J4C

E）
CSRヨーロッパ

パラレジンジャパンコンソーシア

ム

  

国連グローバル・コンパクト

エプソンは社会の一員として、コンプライアンス、人権尊重、環境問題への取り組み、社員

の多様性尊重、サプライチェーンマネジメント推進などの企業行動が、企業の社会的責任

（CSR）を果たす上で重要な要素と考え、これらの社会的課題へ真摯に向き合い、課題解

決へ向け取り組んでいます。今後も、企業の行動と社会に提供する商品やサービスを通

じてより良い社会の実現に中心的な役割を果たすことで、「なくてはならない会社」とな

ることを目指した活動を継続します。

国連グローバル・コンパクトに関する詳細は以下をご覧ください。

日本語：

英語：

https://www.ungcjn.org/index.html 

https://www.unglobalcompact.org/ 

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://www.ungcjn.org/index.html
https://www.unglobalcompact.org/


「新たなグローバル協力のためのビジネスリーダーからの声明」に署名

エプソンは、国連グローバル・コンパクトが示した、「新たなグローバル協力のためのビジネスリーダーからの声明」の趣旨に賛同し、同コミ

ットメントに基づき行動するためのステートメントに署名しました。

この声明は、新たなグローバル協調の精神の下、自らが説明責任を果たし、倫理的かつ透明性のあることを示すものであり、国連の創設

75周年、および国連グローバル・コンパクト発足20周年を記念して、今後の活動における新たな指針として2020年9月に発表されま

した。当社の経営理念及び企業行動原則の精神にも合致するため、この度エプソンも署名を行いました。声明は、以下のコミットメントか

ら成り立っています。

署名するにあたり、我々は、政府に以下のことも行うよう呼びかける：

すべてのステークホルダーとの対話において、様々な価値に基づく戦略、方針、運用、および関係性を通じて、倫理的なリー

ダーシップと優れたガバナンスを行動で示す。

ビジネスのあらゆるレベルにおいて、包摂的、参画型で、かつ代表としての意思決定を通じて、構造的な不平等と不正に、本

気に取り組むための投資を行う。

司法へのアクセスを強化し、説明責任と透明性を確保し、法的確実性を提供し、平等を推進し、人権を尊重するために、国

連、政府および市民社会と連携する。

企業、個人、社会が繁栄できるよう、人権を保護し、平和と安全を確保し、法の支配を支持する。

国際協調と国家の法的枠組みの強化を通じて、人々と地球の利益、繁栄と目的に貢献できる環境整備を行う。

多国間主義とグローバルガバナンスを強化することで、腐敗と闘う強靭性を構築し、SDGs を達成する。

RBA（責任ある企業同盟）

エプソンは、2019年4月より、グローバルサプライチェーンにおける責任ある企業行動

を推進する企業同盟であるレスポンシブル・ビジネス・アライアンス (RBA：Responsib

le Business Alliance) に、加盟しています。



RBA のビジョン：

労働者、環境およびビジネスのための持続可能な価値を創造する、世界的なエレクトロニクス業界を目指す。

RBA のミッション：

RBA の加盟企業、サプライヤーおよびステークホルダーが協力しあい、先進的な基準や慣行を用いて環境や労働条件を改善する。

エプソンは、RBA の行動規範にコミットしそれに則って事業を行い、RBA の「電子業界の共通目標」の精神に基づき、段階的に RBA の

手法とツールを実装します。 またエプソンは一次サプライヤーに対して、 RBA の行動規範を段階的に適用してその遵守状況のRBAの

慣行やツールを用いた確認に最善を尽くすとともに、一次サプライヤーのサプライヤーに対しても同様にすることを促すとともにその活

動を支援します。

エプソンは、これからも RBA の行動規範をさらに遵守し、サプライヤーの皆様とともに当社のサプライチェーンにおけるCSR 活動を強

化していきます。

RBAに関する詳細は以下をご覧ください。

RBA 行動規範に関する詳細は以下をご覧ください。

RMIのビジョン:

鉱物サプライチェーンが世界的に社会と経済の発展にプラスの影響を与えること。

RMIのミッション（目標）:

責任ある鉱物調達を広く支援する進歩的な業界の声を代表する統括組織として機能し、ステークホルダーを集めて継続的な対話と

実践を形成していく。

エプソンは、責任ある鉱物調達を推進し、紛争地域および高リスク地域からの鉱物調達問題への対応、およびグローバルサプライチェーン

における紛争鉱物調査の強化に向けた協力を促進しています。

RMIに関する詳細は以下をご覧ください。

RBA は、企業で構成される非営利組織で、グローバルなサプライチェーンによって影響

を受ける労働者の権利と福祉、およびコミュニティを世界中で支援しています。その RB

A のレギュラー会員として、エプソンは RBA のビジョンとミッション（目標）を全面的に

支持します。

https://www.responsiblebusiness.org/ 

https://www.responsiblebusiness.org/code-of-conduct/ 

RMI（責任ある鉱物調達イニシアチブ）

エプソンは、2019年4月より、レスポンシブル・ミネラル・イニチアチブ (RMI：Respon

sible Minerals Initiative) に加盟しています。エプソンはRMIのビジョンと目標を

全面的に支持します。

http://www.responsiblemineralsinitiative.org/ 

https://www.responsiblebusiness.org/
https://www.responsiblebusiness.org/code-of-conduct/
http://www.responsiblemineralsinitiative.org/


CDPに関する詳細は以下をご覧ください。

気候関連財務情報開示タスクフォース （TCFD)

エプソンは2019年10月に、気候関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on

Climate-related Financial Disclosures：以下 TCFD）の情報開示提言への賛

同を表明し、TCFDのフレームワークに沿った情報開示を進めています。

TCFD提言への対応 

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）

エプソンは2024年6月に、自然関連財務情報開示タスクフォース（Taskforce on Na

ture-related Financial Disclosures：以下 TNFD）の情報開示提言への賛同を

表明し、TNFDのフレームワークに沿った情報開示を2025年度より開始しました。

 企業・組織が自身の経済活動による自然資本および生物多様性への影響を評価し、情報開示する枠組み

の構築を目指す国際イニシアチブ

*1

TNFD提言への対応 

CDP

CDPは世界の機関投資家や大手購買企業の要請に基づいて企業の環境情報の調査・評

価を行う団体であり、エプソンは

に回答し、企業情報を開示

しています。

CDP質問書（気候変動と水セキュリティ）（PDF,2.6MB）

https://japan.cdp.net/ 

SBTイニシアチブ

SBTイニシアチブは企業に対し、世界の平均気温の上昇幅を産業革命前から1.5℃に抑

えるための、科学的な根拠に基づいたGHG排出削減目標の設定を推進する国際的な共

同団体です。

エプソンのGHG削減目標はSBTの承認を受けています。

https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/tcfd.html
https://corporate.epson/ja/sustainability/initiatives/tnfd.html
https://corporate.epson/ja/sustainability/external-initiatives/pdf/cdp_2024_jp.pdf
https://japan.cdp.net/


SBTイニシアチブに関する詳細は以下をご覧ください。

英語：

RE100に関する詳細は以下をご覧ください。

英語：

気候変動イニシアティブに関する詳細は以下をご覧ください。

2021年6月に環境省、経済産業省と一般社団法人日本経済団体連合会が設立した循環経済パートナーシップ（J4CE：Japan for Cir

cular Economy）に加盟しました。日本国内企業の循環経済への取り組みの収集と国内外への発信・共有などの活動に参加していきま

す。

循環経済パートナーシップに関する詳細は以下をご覧ください。

https://sciencebasedtargets.org/ 

RE100

2021年4月に事業活動で使用する電力を100%再生可能エネルギー由来の電力にす

ることを目指す国際的なイニシアチブ「RE100」へ加盟しました。エプソンは2023年ま

でに、全世界のエプソングループ拠点 において使用する電力を再生可能エネルギーと

することを発表しています。

 一部、販売拠点などの賃借物件は除く

*1

*1

エプソンが「RE100」に加盟 

2023年に、エプソングループの全消費電力を100%再生可能エネルギー化 

https://www.there100.org/ 

気候変動イニシアティブ

2019年1月に気候変動対策に積極的に取り組む企業や自治体、団体、NGOなど、国家

政府以外の多様な主体（non-state actors）によるネットワーク「気候変動イニシアテ

ィブ」に加盟しました。

https://japanclimate.org/ 

循環経済パートナーシップ（J4CE）

https://j4ce.env.go.jp/ 

CSRヨーロッパ

https://sciencebasedtargets.org/
https://www.epson.jp/osirase/2021/210415_2.htm#_pt_link=_s_49i72lou.16b8364e-964e-4265-a904-0d2852f9e10e.b7026c29-fd6e-4924-b5fe-73b1f3a6ab41.1.1.1..1763002491027
https://www.epson.jp/osirase/2021/210316_2.htm#_pt_link=_s_49i72lou.16b8364e-964e-4265-a904-0d2852f9e10e.b7026c29-fd6e-4924-b5fe-73b1f3a6ab41.1.1.1..1763002491027
https://www.there100.org/
https://japanclimate.org/
https://j4ce.env.go.jp/
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CSRヨーロッパは、欧州委員会（European Commission：EC）のルールづくりに対

する提言を行う団体で、企業や自治体、NGOなどのCSR活動を支援する、欧州有数の

ビジネスネットワークです。

Epson Europe B.V.は、2017年9月にCSRヨーロッパに参加しました。2019年2

月から常任理事として、業界でのネットワーク構築およびサステナビリティに関するルー

ルづくりをリードし、持続可能な社会の実現と企業の永続的な発展の両立に役立ててい

ます。

CSRヨーロッパに関する詳細は以下をご覧ください。

英語：https://www.csreurope.org/ 

パラレジンジャパンコンソーシアム

株式会社ユーグレナ、日本電気株式会社、エプソンの3社は、国立大学法人東京大学の岩

田忠久教授と共同で、微細藻類ユーグレナ（和名：ミドリムシ）の貯蔵多糖であるパラミロ

ンを使ったバイオマスプラスチックの一つである「パラレジン」の技術開発、普及推進を目

的とする「パラレジンジャパンコンソーシアム」を設立。実用化に向け、技術開発を行って

います。

バイオマスプラスチックの技術開発を行うパラレジンジャパンコンソーシアムを設立 

https://corporate.epson/ja/
https://corporate.epson/ja/sustainability/
https://www.csreurope.org/
https://www.epson.jp/osirase/2021/210329.htm#_pt_link=_s_49i72lou.16b8364e-964e-4265-a904-0d2852f9e10e.b7026c29-fd6e-4924-b5fe-73b1f3a6ab41.1.1.1..1763002491027
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